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RI 2023-2024 テーマ
「世界に希望を生み出そう」
RI会長 ゴードン R. マッキナリー(ｻｳｽ･ｸｲｰﾝｽﾞﾌｪﾘｰ RC/ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ)
第 2520地区ガバナー 森川 昭正 (仙台宮城ロータリークラブ)
花巻南ロータリークラブ会長 嶋 利幸

幹事報告

・ 9/18(月)END POLIO NOW （ポリオ根絶）
チャリティーゴルフコンペ開催のご案内・ポリオ T
シャツ購入申し込み 〔国際ロータリー第 2520
地区 ガバナー 森川昭正〕

・会員増強・新クラブ結成推進月間 リソースの
ご案内〔国際ロータリー日本事務局〕

・ 2022-23年度表彰のご連絡
〔 2022-23年度 ガバナー 天沼 久純〕

前回の内容

前回の様子について QR コードの先に
音声データと画像があります。
(保管期間約 3 ヶ月)

会長の時間
会長 嶋 利幸 君 R.5.8.03
最初に嬉しいお知らせです。 2022-23 年度「ガバナ
ー特別賞」を我がクラブが受賞しました。

評価された活動内容が、「ロータリーデーでの花巻駅
西口清掃活動」です。
菊池直前会長、渡辺直前幹事のもと皆さん積極的な
活動をしていただいた結果、今回の受賞に繋がった
のだと思います。また「ガバナー賞、長寿慶寿会員
賞」では高橋溥芳さんが受賞されました。誠におめで
とうございます。
7 月 30 日にインターアクト年次大会 2023 があり、イ
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第2722回例会 令和5年08月10日

次第
1.開会点鐘 会長 嶋 利幸 君
2.ロータリーソング斉唱
3.四つのテスト
4.ゲスト紹介
5.会長の時間 会長 嶋 利幸 君
6.幹事報告 右記参照 幹事 高橋 照幸 君
7.慶祝（月初のみ） 親睦委員会
8.委員会報告
9.ニコニコBOX ニコニコBOX委員会
10.出席報告 出席奨励委員会
11.プログラム 下記参照

12.閉会点鐘 会長 嶋 利幸 君

8月 会員増強月間

慶祝
※月初のみ掲載

プログラム

8月 17日(木)休会
24日(木)会員卓話 大久保憲一君
29日(火)3RC合同例会

地区ガバナー公式訪問(主幹花巻RC)

今後の予定(一部)

7月 30日(日)インターアクト年次大会2023
9時半受付 仙台育英学園高校

8月 5日(土)地区ロータリー財団セミナー
補助金管理セミナー
アイーナ小田島組ほ－る



ンターアクト校の花巻東高校から、上田明日海君、横村慈朗君、菊池麻以さん、川原千知さんの 4 名、当クラブ
から照井ガバナー補佐、私が参加してきました。ホスト校は日本で最初のインターアクトクラブ創設学校の仙台育
英高校です。
午前中は開会セレモニーと「インターアクト活動報告会」、午後から「記念講演会」と「 IAC ディスカッション」「 IAC
プレゼンテーション」、閉会セレモニーといった内容でした。
活動報告会では参加校 15 校中、最初の発表が花巻東の上田明日海君、トップバッターと聞かされていなかった
にもかかわらず、堂々としたスピーチでした。
当クラブと一緒に取り組んでいる事例として 3 点披露されていました。 1 点目は花巻西口の清掃活動について、
石川県出身の上田さんは、最初花巻駅の綺麗さに驚き、実際に清掃活動に参加し、その綺麗さはロータリーの取
り組みがあってのものなのだと実感したそうです。 2 点目は進路ガイダンスについて、 3 年生にとって貴重な時間
になった、自分たちが生活している花巻の身近な企業の話しを聞いて、企業がこの数年で変化
してきたこと、どのような人材を求めているのかなどを知ることができた、これからの進路選択において、今の自分
に足りないこと、するべきことに気付くことができたと話していました。 3 点目はインターアクト旗を贈呈してもらい、
インターアクト校として、より一層力を入れて活動していこうと思ったと話していました。
記念講演は、仙台育英 1 年生の菊田あかりさんの「世代を超えた架け橋に」というテーマで、彼女は東日本大震
災津波伝承館のボランティア解説員をしていて、震災伝承における課題と 1 人ひとりが出来ることについてお話し
していました。
IAC ディスカッションでは、まずは 4?6 名の生徒が 1 つの小グループになり、与えられたテーマに沿って議論をし
ます。 1 つの教室には 3 つの小グループがあり、全部で 7 つの教室があります。各グループごとに意見をまと

め、代表者が発表、最終的に 1 つの教室から 1 名の代表者を選びます。そ
して IAC プレゼンテーションで各教室 7 名の代表者が大ホールで大勢のロ
ータリアン、生徒の前で、取りまとめた内容を発表します。
テーマが「震災について何を知りどう伝えるべきか」「被災地支援としてでき
ること」など難しいテーマばかりでしたが、事前にテーマを知らされていなか
ったにもかかわらず、花巻東の生徒さん 4 人もそれぞれのグループに分か
れ、皆さん活発に意見交換をしていました。
各校初めて会う人たちの中で、回りの意見をきちんと聞きながら自らの考え
を丁寧に話している花巻東高校の生徒さん達、皆さん立派でその聡明さに
驚かされました。今回の大会では皆さんとても貴重な経験をする事ができた
のではないかと思います。

ニコニコボックス
【伊藤智仁 ＠ 3000 】南クラブのお陰で今年も花の準備ができました。ありがとうございます。

出席報告
※月初のみ掲載

プログラム
会員増強委員長 照井正樹 君
・会員増強委員長として頑張ります。
・花巻南 RCにおける、組織運営の将来へ人材不足の課題を感じている。
・市内 3RCで人材をとりあっている現実もあり、少し残念な出来事があった。
・過去の退会者について、もっとよりそって意見を聞ければよかった。
・ 2520 地区、会員増強戦略計画委員長、仙台 RC 藤崎三郎助氏の資料より解説と
コメント

・会員増強はロータリーの成長と継続的な活動のための基盤となります。その最善
の方法は、エンゲージとマネジメント
・地域社会と密接なパートナーシップの構築地域のニーズを把握し、それに応じた防
止活動することで、地域社会との連携地域のリーダーや地
元イベントの積極的な参加を通じてロータリーの存在を開
き、青梅関心を引くことを目指します
・多様性の促進。ロータリーの魅力をより多くの方々に伝え
るために、広報活動や情報発信の充実に力を入れます。ま
た、女性や若い世代など、様々なバックグラウンドを持つ方
々がロータリーに参加しやすい感じを整えることを重視。新
たなアイディアや視点を取り入れる。
・メンバーシップの紹介プログラムを見直し、積極的な活動、
町会活動を推進します。
・新入会員へのサポート体制を充実させ、彼らがロータリー
活動に参加しやすくなるよう支援します。

（写真右）令和 5年 8月 6日日曜
豊沢川クリーン作戦に参加しました。

花巻南ロータリークラブウェブサイト URL https://hanamaki-minami-rc.jp/



年間事業一覧
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